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大國魂神社例大祭暗闇祭の変遷 ―神輿・太鼓講中から読み解く暗闇祭の歴史― 
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〈卒業論文構成〉 
第５章 明治期以降の暗闇祭の変遷 

   ５-１ 明治期に生じた暗闇祭の担い手と役割に見る変化

   ５-２ 四ヵ町の発展と変遷（明治期～昭和期） 

５-３ 昭和期の暗闇祭の変化 

５-４ 神輿と太鼓の発展 

第６章 神輿･太鼓講中の変遷 

   ６-１ 四ヵ町と神輿・太鼓講中の関係性 

６-２ 神輿・太鼓講中の資料 

６-３ 神輿・太鼓講中の資料から読み取れるパターン 

６-４ 解釈、考察 

第７章 結論  

 

第１章 序論    

第２章 大國魂神社概要 

   ２-１ 大國魂神社の位置  

   ２-２ 大國魂神社由緒 

第３章 大國魂神社例大祭暗闇祭概要 

   ３-１ 暗闇祭とは 

   ３-２ 江戸期までの暗闇祭 

第４章 現在の祭と祭を担う主な人々 

   ４-１ 暗闇祭と組織 

   ４-２ 神職・神人 

   ４-３ 四ヵ町 

   ４-４ 講中 

   ４-５ その他祭に関わる人々 

４-６ 現在の暗闇祭 

〈要旨〉 

暗闇祭とは大國魂神社例大祭の俗称である。毎年 4月 30日から 5月 6日まで、様々な神事や行事が行

われ、現在ではのべ 42万人もの観光客が訪れる。 

 暗闇祭で用いられる提灯などには、府中市を中心に神輿講中、太鼓講中と呼ばれる組織の関東の広域に

わたる地名が姿を現す。本論ではこの講中地域の変遷が祭や氏子である四カ町とどのように関わりあって

いるのか明らかにし、講中地域の分布や変遷から暗闇祭の歴史を読み解くことを目的としている。 

 講中の広範囲に渡る地名は大國魂神社が武蔵国総社六所宮だった頃の勢力範囲が考えられたが、地名の

分布は武蔵国全土には広がっておらず、明治期以降四カ町を通して発達した新しい枠組みを持つものであ

った。しかし、神社に直接関っていない講中組織は祭とのつながりが非常に不安定なものであり、時代の

変化とともに縮小していった。これに代わり、祭には府中市内の氏子以外の人々や、新しい行事が加わる

ようになっていった。暗闇祭は長い歴史を持つ伝統的な祭ではあるが、時代背景に応じて新しいものを取

り入れながら発達していく祭だと言える。 
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